
 

 

令和８年度「空飛ぶクルマ」社会受容性向上にかかる映像コンテンツ制作業務委託に係る 

公募型企画競争方式（プロポーザル方式）による選定結果について 

 

 

学識経験者等の意見を聴取する有識者会議による審査を行い、同会議の評価結果を基に、次のとおり

受注予定事業者を選定しました。  

 

 

１ 案件名称 

令和８年度「空飛ぶクルマ」社会受容性向上にかかる映像コンテンツ制作業務委託 

契約期間 契約締結日から令和８年10月30日まで  

 

２ 選定した受注予定事業者      

株式会社キャドセンター 大阪事業部 

 

 

３ 公募期間 

  令和８年２月 20日から令和８年４月６日まで  

 

４ 有識者会議による審査の結果 

(1) 有識者会議名簿（敬称略）（五十音順）  

氏名 役職等 

アンドレエバ森 アドリアナ 
大阪公立大学 

大学院工学研究科 航空宇宙海洋系専攻 准教授 

早岡 英介 
和洋女子大学  

AIライフデザイン学部 教授 

平松 幸峻 
経済産業省 近畿経済産業局 

産業部 製造産業課 課長補佐 

 

(2) 有識者会議の開催日   

第 1回 令和８年１月 23日 

第２回 令和８年４月 24日 

 

(3) 審査を行った事業者（五十音順） 

   株式会社大阪メトロアドエラ 

株式会社キャップエンターテインメント 

株式会社キャドセンター 大阪事業部 

株式会社CeiRyu  

株式会社テーク・ワン 大手前本社オフィス 

株式会社ニューズコム 



株式会社BS朝日 

株式会社フーラ・クリエイティブ・ジャパン 

株式会社毎日映画社 大阪支社 

U.M.I Film makers      全10者 

 

(4) 審査結果（有識者委員の評価点の合計）（合計点の高い順） 

審査項目 審査内容 配点 
提案者

Ａ 

提案者

Ｂ 

提案者

Ｃ 

提案者

Ｄ 

提案者

Ｅ 

事業目的

等の理解 

・当事業の目的、内容等を理

解し、的確に反映されたも

のとなっているか。 

45点 41点 39点 28点 34点 32点 

企画力 

・仕様書の内容に沿って、

空飛ぶクルマの概要や安

全性、社会実装によりも

たらされる新たな価値・

サービス等について、具

体的なユースケースや事

例等を踏まえ、市民等の

理解を深める内容となっ

ているか。 

・世代等を問わず、幅広い層

が興味や関心を持ちやす

いような創意工夫がされ

た構成内容となっている

か。 

75点 

135点 

69点 62点 56点 47点 55点 

・コンテンツアウトライン、

ビジュアルイメージ、表現

方法・技術等などが分かり

やすく提案されているか。 

60点 54点 49点 51点 47点 42点 

実施体制 

・実現 

可能性 

・提案内容の実現のために適

切な業務体制（人員配置及

び役割分担など）が確保さ

れているか。 

・業務責任者及び業務従事者

は、業務に必要な知見、専

門知識、技術及び実績を有

しているか。 

45点 

105点 

39点 37点 34点 29点 30点 

・スケジュールは、映像コン

テンツ制作の実施内容等

が示され、妥当で、無理な

く適切に業務実施できる

ものになっているか。 

45点 37点 35点 35点 35点 35点 



・他の官公庁、民間等から

受注した映像コンテンツ

制作を元請として履行し

た実績はあるか。 

・市民等の理解促進をはかる

取組について実績やノウ

ハウがあるか。 

15点 14点 14点 14点 14点 10点 

価格 

・企画内容と比較して、費

用の積算に根拠と妥当性

があるか。 

15点 14点 13点 13点 10点 11点 

合計 300点 268点 249点 231点 216点 215点 

 

 

 

 

 

 

評価項目 

 
審査内容 配点 

提案者

Ｆ 

提案者

Ｇ 

提案者

Ｈ 

提案者

Ｉ 

提案者

Ｊ 

事業目的

等の理解 

・当事業の目的、内容等を理

解し、的確に反映されたも

のとなっているか。 

45点 40点 32点 32点 24点 28点 

企画力 

・仕様書の内容に沿って、

空飛ぶクルマの概要や安

全性、社会実装によりも

たらされる新たな価値・

サービス等について、具

体的なユースケースや事

例等を踏まえ、市民等の

理解を深める内容となっ

ているか。 

・世代等を問わず、幅広い層

が興味や関心を持ちやす

いような創意工夫がされ

た構成内容となっている

か。 

75点 

135点 

50点 35点 45点 35点 40点 

・コンテンツアウトライン、

ビジュアルイメージ、表現

方法・技術等などが分かり

やすく提案されているか。 

60点 36点 42点 34点 42点 28点 



実施体制 

・実現 

可能性 

・提案内容の実現のために適

切な業務体制（人員配置及

び役割分担など）が確保さ

れているか。 

・業務責任者及び業務従事者

は、業務に必要な知見、専

門知識、技術及び実績を有

しているか。 

45点 

105点 

32点 31点 35点 32点 26点 

・スケジュールは、映像コン

テンツ制作の実施内容等

が示され、妥当で、無理な

く適切に業務実施できる

ものになっているか。 

45点 32点 38点 32点 33点 32点 

・他の官公庁、民間等から

受注した映像コンテンツ

制作を元請として履行し

た実績はあるか。 

・市民等の理解促進をはかる

取組について実績やノウ

ハウがあるか。 

15点 10点 12点 10点 13点 7点 

価格 

・企画内容と比較して、費

用の積算に根拠と妥当性

があるか。 

15点 12点 13点 11点 11点 10点 

合計 300点 212点 203点 199点 190点 171点 

 


